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令和７年度 高松小学校だより 

たかまつの子 卒業特集号

第１２号 

入学式準備から始まった責任ある役割の数々。一つ一つをやり遂げることで、信頼を勝ち取ってきま

した。その姿を見て、下学年は、感謝の気持ちと、「自分達も！」というやる気をもつことができました。 

１１７人の若人たちよ！ 体に気をつけ未来へはばたけ！ いつまでも応援しているぞ！ 

ありがとう６年生！ さようなら６年生！ お元気で！ 



 

 

卒業生のみなさん、卒業おめでとうございます。今、うれしい気持ちでいっぱいだと思います。この幸せな瞬間

をしっかり味わってくださいね。さて、みなさんに最後の話をしたいと思います。 

昨年度、１５０周年記念に「たくましく」「かしこく」「まなび」「つながる子」のパネルを取り付けていただき

ました。今年は特に「つながる」を大切にしてほしいという話をしました。 

「つながる」は、助ける、支えるという言葉に換えられると話しましたが、下学年を助け、支え、つながってく

れたと思います。運動会の応援パフォーマンスを完成させるため、優しく教えていました。おかげで、最高の応援

パフォーマンスが完成し盛り上がりました。委員会、掃除、登下校など、頼りになる行動によって、後輩に手本を

示しました。おかげで、全校誰もが楽しく元気に過ごすことができました。今、世界を見渡すと、至るところで、

戦争や紛争など争いが起きています。つながりを深め、悲惨な出来事が、この世から無くなることを願っていま

す。みなさんには、ぜひその力になってほしいと期待しています。 

さて、「つながる」は、今と未来がつながっていることも意味します。集会の時に話をしましたが、大学駅伝で

活躍した出雲市出身の伊藤蒼唯選手は、結果が悪くても、悔し涙を流すことがあっても、決してあきらめず日々

努力を重ねました。そして今や日本を代表するアスリートへと成長しました。神戸川小、河南中、出雲工業時代の

努力が、今の飛躍につながっているのです。一度きりしかない人生を豊かに送りたいなら、将来につながる、今こ

の瞬間を、力いっぱい生きて欲しいと思います。 

さて、「つながる」ことの大切さについて話をしてきましたが、ここからは、それと反対のことを言いたいと思

います。それは、「つながらない」ということです。 

プロ野球選手は、年が明けると練習を開始します。自主トレーニングでは、気の合う仲間が集まって、合同でト

レーニングをすることが多いようです。しかし、一人孤独に練習に打ち込もうとする選手もいます。「なぜ、仲間

と練習をしないのか？」という問いに対し、かつて広島カープに在籍し、現在メジャーリーグ、シカゴカブスの主

力である鈴木誠也選手が、こう語っていました。 

「みんなとわいわい練習すると確かに楽しい。けど、いざという時、頼りになるのは自分自身なんです。勝負の場  

面では誰も助けてくれない。だから、自分と向き合い、一人になって考え、練習に打ち込むしかないんです。 

研ぎ澄まされた一人の時こそ、己の力が磨かれるのです。」と。 

激しく変化し、予測がつかない時代です。もちろん、人とのつながりは欠かせません。が、自分と向き合い、力

を磨き、伸ばそうとする、たくましさが心の底になくてはならないと思います。 

１５０周年記念パネルに、「たくましく」という言葉があります。自分と向き合い、自らの力を伸ばそうと、根

気強く努力し続けることによって、この「たくましさ」が身につくと思います。 

これからも「たくましく」「かしこく」「まなび」「つながる子」を、めざし続けてください。 

最後に、家族について話をしたいと思います。 

みなさんが生まれた瞬間から、毎日するおしっこやうんちのお世話をし、健康状態を確認しては一喜一憂し、

自分の時間や楽しみを削ってでも、我が子の喜ぶ顔が見たいと願い、たくさんの幸せ、ハッピーを届けてくれま

した。みなさんが入学した頃、ちょうどコロナ禍でした。マスクが外せず、様々な制限があり、入学式直後に市内

すべての小・中学校がお休みになるなど、大変な毎日でした。そんな中、家族がみなさんのために一瞬のハッピー

を届け続けてくれたから、今、この良き日を迎えることができたのだと思います。家族の支えが今につながって

いるのです。どうか家族への感謝の気持ちをこれからも持ち続けてください。また、地域のみなさん、友達、先生

とのつながりも大切にしてください。みなさんにとっての大きな支えになると思います。さて、これで最後です。 

高松教育１５１年目を見事に乗り切り、１５２年目につなげてくれた、１１７人の６年生のみなさん。 

本当にありがとう！巣立ちゆく６年生に幸せあれ！ 

みなさんの明るい未来を心から願い、はなむけの言葉といたします。 

令和８年 3月 18日 出雲市立高松小学校長 手銭 俊夫 

【巣立
す だ

ちゆく若者
わかもの

たちへ】 卒業式
そつぎょうしき

「はなむけの言葉
こ と ば

」 


